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日
本
に
お
け
る
梁
啓
超
著
作
の
出
版
に
つ
い
て 

―

『
壬
寅
新
民
叢
報
彙
編
』
と
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
を
中
心
に―

 
 
 
 張 

淑
君 

 

  

は
じ
め
に 

 

梁
啓
超
は
一
八
九
八
年
か
ら
一
九
一
二
年
ま
で
十
四
年
間
に
わ
た
っ
て
日
本

で
の
亡
命
生
活
を
送
っ
た
。
彼
は
日
本
滞
在
中
に
『
清
議
報
』
、
『
新
民
叢
報
』

な
ど
一
連
の
雑
誌
を
創
刊
し
た
だ
け
で
な
く
、
い
く
つ
か
の
著
書
も
出
版
し
た
。

一
九
〇
四
年
に
東
京
で
出
版
さ
れ
た
『
壬
寅
新
民
叢
報
彙
編
』
と
『
飲
氷
室
文
集

類
編
』
は
そ
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
両
書
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
編
集
者
及

び
発
行
者
は
い
ず
れ
も
下
河
辺
半
五
郎
で
あ
り
、
印
刷
所
は
帝
国
印
刷
株
式
会
社

で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
は
、
初
め
て
日
本
人
に
よ
り
編
集

さ
れ
日
本
で
出
版
さ
れ
た
梁
啓
超
の
作
品
集
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
１
）

。
こ
れ

ま
で
の
研
究
に
お
い
て
は
、
『
壬
寅
新
民
叢
報
彙
編
』
と
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』

に
つ
い
て
は
少
し
触
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
な
お
検
討
の
余
地
は
大
い
に
残
さ

れ
て
い
る
（
２
）
。
と
り
わ
け
、
こ
の
両
書
の
編
集
者
且
つ
発
行
者
で
あ
る
下
河
辺
半

五
郎
は
如
何
な
る
人
物
で
あ
る
か
、
両
書
の
出
版
に
帝
国
印
刷
株
式
会
社
と
下
河

辺
半
五
郎
と
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
か
な
ど
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
目
が

向
け
ら
れ
て
い
な
い
。 

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
日
本
に
お
け
る
梁
啓
超
著
作
の
出
版
に
関
し
て
、
『
壬
寅

新
民
叢
報
彙
編
』
と
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
を
中
心
に
、
こ
の
両
書
の
印
刷
所
で

あ
る
帝
国
印
刷
株
式
会
社
や
、
そ
の
編
集
者
及
び
発
行
者
で
あ
る
下
河
辺
半
五
郎

や
、
両
書
と
関
連
す
る
書
籍
と
の
違
い
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
で
、
両
書

が
ど
の
よ
う
に
編
集
、
出
版
さ
れ
た
の
か
、
両
書
が
ど
の
よ
う
に
関
連
書
籍
の
編

集
に
影
響
を
与
え
た
の
か
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
考
え
、
当
時
の
日
本
に
お
け

る
梁
啓
超
著
作
の
出
版
状
況
の
一
側
面
を
よ
り
一
層
深
め
る
た
め
の
手
が
か
り

と
し
た
い
。 

   
 

 

一 

帝
国
印
刷
株
式
会
社
と
梁
啓
超
著
作
の
出
版 

 
周
知
の
よ
う
に
、
一
九
〇
二
年
、
梁
啓
超
の
門
下
生
で
あ
る
何
擎
一
（
字
は
天

柱
）
は
そ
の
丙
申
年
（
一
八
九
六
年
）
か
ら
壬
寅
年
（
一
九
〇
二
年
）
ま
で
書
い

た
も
の
を
集
め
編
年
体
で
編
集
し
、
『
飲
氷
室
文
集
』
と
し
て
広
智
書
局
よ
り
発

行
し
た
（
３
）

。
そ
の
後
、
興
味
深
い
の
は
、
一
九
〇
四
年
に
、
下
河
辺
半
五
郎
は
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梁
啓
超
の
癸
卯
年
（
一
九
〇
三
年
）
の
春
ま
で
の
文
章
や
著
作
を
ま
と
め
『
飲
氷

室
文
集
類
編
』
に
編
集
し
、
壬
寅
年
（
一
九
〇
二
年
）
梁
啓
超
が
創
立
し
た
雑
誌

『
新
民
叢
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
を
『
壬
寅
新
民
叢
報
彙
編
』
に
ま
と
め
、
東
京

の
帝
国
印
刷
株
式
会
社
で
印
刷
し
、
日
清
両
国
で
発
売
し
た
こ
と
で
あ
る
（
４
）

。

そ
こ
で
、
な
ぜ
広
智
書
局
で
は
な
く
、
帝
国
印
刷
株
式
会
社
よ
り
印
刷
さ
れ
日
清

両
国
で
発
行
さ
れ
た
の
か
、
帝
国
印
刷
株
式
会
社
は
、
ど
の
よ
う
な
会
社
で
あ
る

の
か
、
こ
の
会
社
は
梁
啓
超
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
の
か
と
い
っ

た
一
連
の
疑
問
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。 

 

管
見
の
か
ぎ
り
、
帝
国
印
刷
株
式
会
社
に
関
連
す
る
記
録
は
極
め
て
少
な
い
。

稲
岡
勝
は
『
明
治
出
版
史
上
の
金
港
堂:
社
史
の
な
い
出
版
社
「
史
」
の
試
み
』
の

一
節
「
金
港
堂
の
七
大
雑
誌
と
帝
国
印
刷
」
で
帝
国
印
刷
株
式
会
社
の
経
営
と
活

動
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
こ
と
が
あ
る
（
５
）
。
帝
国
印
刷
株
式
会
社
に
つ
い
て
、

明
治
三
十
四
年
の
『
風
俗
画
報
』
に
は
、
そ
の
創
立
時
期
や
住
所
や
組
織
な
ど
重

要
な
情
報
が
明
記
さ
れ
て
い
る
（
６
）

。 
 

帝
国
印
刷
株
式
会
社 

京
橋
区
築
地
三―

一
五 

木
造
平
家
間
口
二
九
間

奥
行
一
二
三
間
。
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
年
）
一
〇
月
創
立
、
資
本
金
一

〇
万
円
。
社
長
赤
羽
源
治
、
重
役
五
名
、
事
務
員
七
名
、
職
工
一
八
〇
名
あ

り
。 

 右
記
の
記
録
に
よ
る
と
、
帝
国
印
刷
株
式
会
社
は
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
年
）

十
月
、
東
京
京
橋
区
築
地
三
丁
目
十
五
で
創
立
さ
れ
て
お
り
、
資
本
金
は
十
万
円

で
あ
る
。
「
職
員
一
八
〇
名
あ
り
」
か
ら
、
創
業
し
て
か
ら
四
年
間
未
満
の
う
ち

に
、
帝
国
印
刷
株
式
会
社
は
す
で
に
相
当
の
規
模
ま
で
成
長
し
て
き
た
こ
と
が
分

か
る
。 

更
に
調
べ
て
み
る
と
、
『
信
用
名
鑑
』
と
『
活
版
印
刷
史
』
両
書
は
東
洋
印
刷

株
式
会
社
の
成
立
経
緯
を
紹
介
す
る
際
、
帝
国
印
刷
株
式
会
社
に
言
及
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
で
は
、
ま
ず
、
『
信
用
名
鑑
』
の
岡
村
竹
四
郎
の
紹
介
文
の

中
か
ら
関
連
す
る
箇
所
を
引
い
て
み
よ
う
（
７
）

。 
 

爾
来
信
陽
堂
、
合
資
会
社
活
文
堂
、
帝
国
印
刷
株
式
会
社
等
ヲ
経
営
シ
テ
専

心
印
刷
界
ニ
貢
献
努
力
セ
シ
ガ
、
明
治
四
十
年
先
輩
諸
氏
ニ
勧
メ
ラ
レ
テ
前

三
社
ヲ
合
併
シ
、
東
洋
印
刷
株
式
会
社
ト
シ
、
厖
大
ナ
ル
工
場
ヲ
起
シ
テ
君

其
取
締
役
理
事
ト
ナ
リ
、
殆
ト
其
全
権
ヲ
握
リ
テ
経
営
に
当
リ
、
漸
次
今
日

ノ
隆
盛
ヲ
見
ル
ニ
至
リ
ヌ
、
以
上
僅
カ
其
單
歷
ニ
過
キ
ズ
。 

 

引
用
文
に
よ
る
と
、
岡
村
竹
四
郎
は
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
年
）
諸
先
輩
の

勧
誘
を
受
け
、
信
陽
堂
、
活
文
堂
と
帝
国
印
刷
株
式
会
社
を
合
併
し
、
東
洋
印
刷

株
式
会
社
を
創
立
し
た
。
次
に
、
『
活
版
印
刷
史
』
に
見
え
る
帝
国
印
刷
株
式
会

社
の
記
録
を
挙
げ
る
（
８
）

。 
 

明
治
三
十
九
年
（
西
暦
一
九
〇
六
年
）
二
月
十
二
日
、
芝
区
愛
宕
町
三
丁
目

二
番
地
に
東
洋
印
刷
株
式
会
社
が
創
立
さ
れ
た
。
そ
の
最
初
は
岡
村
竹
四
郎

の
経
営
し
た
有
楽
町
の
石
版
印
刷
所
信
陽
堂
、
堀
健
吉
を
社
主
と
す
る
神
田

鎌
倉
河
岸
の
写
真
製
版
印
刷
所
猶
興
舎
、
な
ら
び
に
赤
羽
正
己
の
活
文
堂
の

三
者
を
買
収
し
、
活
版
、
石
版
、
写
真
版
、
電
気
版
、
活
字
鋳
造
を
業
と
し

た
が
、
明
治
四
十
一
年
（
西
暦
一
九
〇
八
年
）
に
は
築
地
二
丁
目
の
帝
国
株

式
会
社
を
買
収
し
設
備
を
充
実
し
て
、
営
業
科
目
の
範
囲
を
拡
張
し
、
創
業
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当
時
十
二
万
五
千
円
の
小
額
に
過
ぎ
な
か
っ
た
資
本
金
も
、
事
業
の
発
展
に

し
た
が
っ
て
そ
の
総
額
六
十
五
万
円
、
払
込
済
五
十
五
万
円
に
増
額
せ
ら
れ
、

同
業
者
間
に
重
き
を
な
し
た
。 

 

こ
の
記
録
か
ら
、
東
洋
印
刷
株
式
会
社
は
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
年
）
に

創
立
さ
れ
、
最
初
は
信
陽
堂
、
猶
興
舎
、
な
ら
び
に
活
文
堂
を
買
収
し
た
が
、
明

治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
年
）
に
な
っ
て
帝
国
印
刷
株
式
会
社
を
買
収
し
た
こ
と

が
読
み
と
れ
る
。
た
だ
し
、
帝
国
印
刷
株
式
会
社
の
住
所
に
つ
い
て
は
、
『
活
版

印
刷
史
』
は
「
築
地
二
丁
目
」
と
し
、
『
風
俗
画
報
』
は
「
京
橋
区
築
地
三―

一

五
」
と
し
て
お
り
、
両
者
の
記
載
に
食
い
違
い
が
あ
る
こ
と
も
窺
う
こ
と
が
で
き

る
。 右

の
二
つ
の
記
録
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
東
洋
印
刷
株
式
会
社
の
創
立
経
緯
に

つ
い
て
異
な
る
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
帝
国
印
刷
株
式
会
社
が

い
つ
買
収
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
の
記
録
も
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
帝
国
印
刷
株
式
会
社
が
最
終
的
に
東
洋
印
刷
株
式
会
社
に
よ
っ
て

買
収
さ
れ
た
の
は
疑
う
余
地
の
な
い
事
実
で
あ
る
。 

稲
岡
勝
の
研
究
に
よ
る
と
、
実
は
、
こ
の
帝
国
印
刷
は
実
質
的
に
は
金
港
堂
の

印
刷
工
場
が
独
立
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。
当
時
、
一
般
的
に
は
、
東
陽

堂
や
金
港
堂
な
ど
と
い
っ
た
大
手
の
教
科
書
会
社
は
、
す
で
に
明
治
二
十
年
代
か

ら
自
社
の
印
刷
所
を
所
持
し
て
い
た
。
当
時
「
最
古
最
大
の
教
科
書
肆
」
と
言
わ

れ
た
金
港
堂
に
し
て
も
、
教
科
書
の
印
刷
や
販
売
の
面
で
厳
し
い
競
争
を
強
い
ら

れ
て
い
た
。
教
科
書
の
需
要
は
新
学
期
の
始
ま
り
な
ど
の
原
因
に
よ
っ
て
一
気
に

上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
す
る
の
で
、
印
刷
を
す
べ
て
専
門
の
印
刷
所
に
委
ね
る

の
は
、
会
社
の
経
営
に
と
っ
て
不
安
要
素
と
な
る
。
そ
こ
で
、
当
時
各
大
手
出
版

社
は
自
分
の
印
刷
所
を
創
立
し
て
、
自
社
の
経
営
リ
ス
ク
を
減
ら
し
た
。
特
に
、

日
清
戦
争
後
、
戦
勝
に
よ
る
意
気
の
高
揚
に
伴
い
、
日
本
経
済
が
飛
躍
的
な
発
展

を
遂
げ
る
に
つ
れ
て
、
書
籍
や
新
聞
や
雑
誌
な
ど
の
印
刷
の
需
要
も
高
ま
っ
て
き

た
。
明
治
二
十
九
年
一
月
二
十
二
日
附
の
『
報
知
新
聞
』
の
記
事
の
「
製
紙
業 

頗

る
好
況
を
呈
せ
り
、
蓋
し
需
要
の
増
加
せ
し
た
め
。 

印
刷
業 

頗
る
繁
忙
を
極

め
好
景
気
な
り
し
。
」
と
い
う
報
道
が
当
時
の
印
刷
や
製
紙
の
業
界
の
活
況
を
は

っ
き
り
示
し
て
い
る
（
９
）

。
こ
の
よ
う
な
印
刷
界
、
出
版
界
の
好
景
気
に
よ
り
、

明
治
三
〇
年
前
後
か
ら
、
当
時
付
属
の
印
刷
所
は
本
社
か
ら
独
立
し
て
独
自
の
発

展
を
遂
げ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
当
時
の
民
友
社
印
刷
所

が
民
友
社
か
ら
独
立
し
た
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。 

続
い
て
、
東
京
都
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
帝
国
印
刷
株
式
会
社
が
創
立

さ
れ
た
際
の
文
書
「
帝
国
印
刷
株
式
会
社
申
請
書
、
目
論
見
書
并
予
算
、
定
款
」

の
一
部
を
引
い
て
お
く
（
10
）

。 

 

第
六 

発
起
人
ノ
氏
名
住
所
及
各
自
引
受
株
数
ハ
左
ノ
如
シ
（
但
し
、
住
所

は
省
略
。
） 

 
 

一
弐
百
株 

 
 

岡
村
竹
四

○印 
 

 

一
弐
百
株 

 
 

赤
羽
源
治

○印 
 

 

一
五
拾
株 

 
 

杉
山
辰
之
助

○印 
 

 

一
五
拾
株 

 
 

岩
田
僊
太
郎

○印 
 

 
一
壱
百
株 

 
 

原
亮
一
郎

○印 
 

 

一
七
百
株 

 
 

原
亮
三
郎

○印 
 

 右
の
文
書
の
記
録
は
、
『
風
俗
画
報
』
の
「
社
長
赤
羽
源
治
、
重
役
五
名
」
と
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い
う
記
録
に
合
致
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
株
主
の
六
人
に
関
す
る
資
料

を
確
認
す
る
と
、
原
亮
三
郎
は
金
港
堂
の
社
長
で
あ
り
、
そ
の
息
子
の
原
亮
一
郎

は
金
港
堂
の
取
締
役
で
あ
る
。
岩
田
僊
太
郎
は
金
港
堂
の
支
配
人
で
あ
り
、
杉
山

辰
之
助
は
元
金
港
堂
の
社
員
で
あ
る
。
岡
村
竹
四
郎
は
信
陽
堂
の
創
立
者
で
あ
り
、

の
ち
に
帝
国
印
刷
株
式
会
社
な
ど
を
合
併
し
て
出
来
た
東
洋
印
刷
株
式
会
社
の

創
立
者
で
も
あ
る
。
赤
羽
源
治
は
会
津
斗
南
藩
赤
羽
治
平
友
温
の
長
男
で
、
明
治

三
十
六
年
（
一
九
〇
三
年
）
十
月
二
十
日
亡
く
な
っ
た
斗
南
士
族
で
あ
り
、
明
治

三
〇
年
（
一
八
九
七
年
）
十
一
月
一
日
に
帝
国
印
刷
株
式
会
社
専
務
取
締
役
で
あ

る
と
い
う
情
報
し
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
情
報
か
ら
、
金
港
堂
に
関
す

る
人
物
の
出
資
額
が
一
番
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
帝
国
印
刷
株

式
会
社
は
金
港
堂
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

で
は
、
金
港
堂
と
は
、
ど
の
よ
う
な
会
社
な
の
か
。
実
は
、
『
開
国
五
十
年
史 

付
録
』
の
「
金
港
堂
書
籍
株
式
会
社
」
は
、
金
港
堂
の
成
立
と
発
展
の
経
緯
に
つ

い
て
ま
と
め
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
か
ら
重
要
な
一
部
分
を
引
用
し
て
み

よ
う
（
11
）

。 
 

当
時
原
亮
三
郎
氏
其
不
備
を
憂
ひ
て
一
書
肆
を
横
濱
に
開
き
之
を
金
港
堂

と
稱
し
、
専
ら
教
科
書
圖
書
を
印
行
し
て
各
地
の
急
に
應
じ
た
り
、
時
實
に

明
治
八
年
な
り
。（
中
略
）
明
治
十
七
八
年
の
交
教
科
書
革
新
の
聲
起
る
や
、

原
氏
之
を
諸
名
士
に
謀
り
、
時
の
文
部
省
御
用
掛
森
有
礼
氏
の
説
に
聴
き
て
、

乃
ち
金
港
堂
編
輯
所
を
設
立
し
（
中
略
）
明
治
二
十
五
年
に
至
り
、
組
織
を

變
更
し
て
株
式
會
社
と
爲
し
、
資
本
金
五
十
萬
圓
を
以
て
現
稱
の
金
港
堂
書

籍
株
式
會
社
を
設
立
せ
り
。
（
中
略
）
是
よ
り
先
き
、
同
社
は
清
國
に
於
て

使
用
す
べ
き
教
育
書
出
版
に
着
目
し
（
中
略
）
次
い
で
三
十
六
年
に
及
び
清

國
用
出
版
物
に
着
手
す
べ
き
の
議
を
定
め
、
亮
三
郎
氏
は
二
社
員
を
伴
ひ
て

上
海
に
赴
き
、
種
々
調
査
す
る
所
あ
り
き
。
時
に
上
海
商
務
印
書
館
と
て
印

刷
兼
出
版
を
營
め
る
清
人
の
會
社
あ
り
、
我
と
合
同
に
意
あ
り
、
數
回
交
渉

の
末
從
來
の
團
體
を
解
き
、
更
に
彼
我
對
等
の
權
利
を
以
て
遂
に
合
同
し
て
、

新
に
商
務
印
書
館
を
設
立
す
る
に
至
れ
り
。
（
後
略
） 

 

上
記
の
引
用
文
に
よ
る
と
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
年
）
創
業
さ
れ
た
金
港
堂

は
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
年
）
金
港
堂
書
籍
株
式
会
社
と
な
り
、
明
治
三

十
六
年
（
一
九
〇
三
年
）
上
海
商
務
印
書
館
と
提
携
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
業
務
の
一
部
も
中
国
に
移
転
し
た
。
一
九
〇
三
年
、
『
申
報
』
に
掲

載
さ
れ
た
あ
る
記
事
が
当
時
金
港
堂
の
状
況
を
報
道
し
た
。
そ
の
詳
細
は
下
記
の

よ
う
で
あ
る
（
12
）

。 
 

中
国
士
商
欲
求
日
本
刊
行
図
書
、
久
称
不
便
。
本
館
知
東
京
金
港
堂
図
書
公

司
在
日
本
設
立
最
久
、
所
刊
図
書
風
行
全
国
、
声
望
素
著
、
特
與
定
約
代
理
。

凡
金
港
堂
発
行
書
籍
、
図
画
、
一
経
出
版
印
行
寄
到
。
今
将
已
経
到
各
種
臚

陳
館
内
、
以
備
士
商
垂
覧
、
外
埠
恵
寄
郵
費
即
将
書
目
送
呈
。
批
発
面
議
、

函
購
倶
便
、
価
目
格
別
克
已
。
一
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
女
学
校
、
師

範
学
校
等
教
科
図
書
。
一
、
大
雑
誌
九
種:

教
育
界
、
文
芸
界
、
軍
事
界
、
青

年
界
、
婦
人
界
、
少
年
界
、
少
女
界
、
考
古
界
、
哲
学
雑
誌
。
一
各
種
日
記

類:
実
用
日
記
、
実
用
懷
中
日
記
、
家
政
日
記
、
学
生
日
記
、
教
育
家
日
記
、

陸
海
軍
人
日
記
、
少
年
日
記
、
英
文
懐
中
日
記
。
一
、
童
話
及
少
年
各
書
。

一
、
軍
事
各
書
。
一
、
小
説
及
文
芸
各
書
。
一
、
専
門
学
各
書:

法
制
、
経
済
、

哲
学
、
宗
教
。
一
、
婦
人
及
青
年
各
書
。
一
、
各
種
掛
図
。
一
、
教
師
参
考
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教
育
各
書
。
一
、
雜
書
。
〔
中
国
の
士
人
や
商
人
が
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
図

書
を
求
め
よ
う
と
す
る
際
不
便
で
あ
る
と
久
し
く
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
本

館
は
、
東
京
金
港
堂
書
籍
株
式
会
社
は
日
本
で
最
も
早
く
設
立
さ
れ
た
教
科

書
会
社
で
あ
り
、
刊
行
し
た
書
籍
は
全
国
で
流
行
し
て
い
て
、
声
望
が
も
と

よ
り
著
し
い
こ
と
を
存
じ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
（
今
回
）
特
に
契
約
を
結

ん
で
そ
の
図
書
の
販
売
を
代
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
金
港
堂
が
発
行

し
た
書
籍
、
図
画
は
す
べ
て
、
印
刷
、
出
版
を
終
え
た
ら
、
す
ぐ
に
商
務
印

書
館
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
す
で
に
届
い
た
各
種
の
書
籍
は
館
内
に
陳
列
し
て
、

士
人
や
商
人
の
皆
様
の
ご
観
覧
に
備
え
て
お
り
ま
す
。
当
地
以
外
で
も
、
郵

送
料
を
送
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
す
ぐ
カ
タ
ロ
グ
を
差
し
上
げ
ま
す
。
卸
売

り
を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
面
談
、
書
簡
、
ど
ち
ら
の
場
合
も
対
応
い
た

し
ま
す
。
お
値
段
は
大
変
お
安
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
、
小
学
校
、
中
学

校
、
高
等
女
学
校
、
師
範
学
校
等
の
教
科
書
。
一
、
大
雑
誌
九
種:

教
育
界
、

文
芸
界
、
軍
事
界
、
青
年
界
、
婦
人
界
、
少
年
界
、
少
女
界
、
考
古
界
、
哲

学
雑
誌
。
一
、
各
種
の
日
記
類
、
実
用
日
記
、
実
用
懐
中
日
記
、
家
政
日
記
、

学
生
日
記
、
教
育
家
日
記
、
陸
海
軍
人
日
記
、
少
年
日
記
、
英
文
懐
中
日
記
。

一
、
童
話
及
び
少
年
向
け
の
各
書
。
一
、
軍
事
に
関
す
る
各
種
書
籍
。
一
、

小
説
及
び
文
芸
各
書
。
一
、
各
種
専
門
書
、
法
制
、
経
済
、
哲
学
、
宗
教
。

一
、
婦
人
及
び
青
年
向
け
の
各
書
。
一
、
各
種
の
掛
図
。
一
、
教
師
用
の
各

種
教
育
参
考
書
。
一
、
雑
書
。
〕 

 

右
記
の
広
告
に
よ
る
と
、
一
九
〇
三
年
末
、
金
港
堂
と
商
務
印
書
館
と
の
提
携

に
よ
っ
て
、
日
本
で
金
港
堂
が
発
行
し
た
書
籍
は
、
印
刷
さ
れ
た
ら
、
す
ぐ
郵
送

し
上
海
商
務
印
書
館
で
発
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
多
く
の
日
本
の
書
籍
が
上
海
商
務
印
書
館
で
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
管
見
の
限
り
、
今
ま
で
、
一
九
〇
四
年
帝
国
印
刷
株
式
会
社
が
な
ぜ
梁
啓
超

の
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
と
『
壬
寅
新
民
叢
報
彙
編
』
を
印
刷
し
た
か
に
関
す
る

研
究
は
存
在
し
な
い
が
、
上
記
の
広
告
に
掲
載
さ
れ
た
と
お
り
に
、
一
九
〇
三
年

末
金
港
堂
と
提
携
し
た
商
務
印
書
館
が
金
港
堂
に
よ
り
出
版
さ
れ
た
書
籍
を
た

く
さ
ん
売
る
こ
と
か
ら
、
商
務
印
書
館
が
、
金
港
堂
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
帝
国

印
刷
株
式
会
社
の
編
集
、
発
行
し
た
書
籍
を
販
売
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。 

 

こ
の
度
、
筆
者
は
『
２
０
世
紀
上
海
大
博
覧
』
で
商
務
印
書
館
が
、
下
河
辺
半

五
郎
が
編
集
し
た
梁
啓
超
の
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
を
販
売
し
て
い
た
こ
と
を
新

た
に
確
認
し
た
（
13
）

。 

 

（
一
九
〇
四
年
六
月
）
中
旬
、
商
務
印
書
館
及
各
書
肆
経
銷
梁
啓
超
所
著
的

『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
、
両
大
冊
、
内
容
分
通
論
、
政
治
、
時
局
、
宗
教
、
教

育
、
学
説
、
歴
史
、
伝
記
、
地
理
、
雑
文
、
游
記
、
叢
談
及
小
説
等
、
該
書

在
日
本
出
版
。
〔
（
一
九
〇
四
年
六
月
）
中
旬
、
商
務
印
書
館
及
び
各
書
店

は
梁
啓
超
の
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
を
販
売
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
書

は
二
冊
あ
り
、
内
容
は
通
論
、
政
治
、
時
局
、
宗
教
、
教
育
、
学
説
、
歴
史
、

伝
記
、
地
理
、
雑
文
、
游
記
、
叢
談
及
び
小
説
等
に
分
か
れ
る
。
本
書
は
日

本
で
出
版
さ
れ
た
。
〕 

 
 

 
右
の
資
料
か
ら
、
一
九
〇
四
年
六
月
中
旬
ご
ろ
、
商
務
印
書
館
は
、
下
河
辺
半

五
郎
に
よ
り
編
集
さ
れ
、
日
本
で
発
行
さ
れ
た
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
を
販
売
し

て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
の
奥
書
を
確
認
し
た
と
こ
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ろ
、
一
九
〇
四
年
四
月
二
九
日
中
野
鍈
太
郎
に
よ
り
帝
国
印
刷
株
式
会
社
で
印
刷

さ
れ
、
同
年
五
月
二
日
に
日
本
で
発
行
さ
れ
た
と
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、
金
港
堂
の

出
版
物
と
同
じ
よ
う
に
、
帝
国
印
刷
株
式
会
社
が
印
刷
、
出
版
し
た
書
籍
は
、
す

ぐ
上
海
商
務
印
書
館
に
送
っ
て
販
売
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

以
上
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
梁
啓
超
の
『
壬
寅
新
民
叢
報
彙
編
』
と
『
飲
氷
室

文
集
類
編
』
の
印
刷
所
で
あ
る
帝
国
印
刷
株
式
会
社
は
、
一
八
九
七
年
十
月
に
東

京
で
赤
羽
源
治
に
よ
り
創
立
さ
れ
、
金
港
堂
の
創
立
者
で
あ
る
原
亮
三
郎
を
代
表

と
す
る
原
家
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
一
九
〇
七
年
も
し
く
は
一
九
〇
八
年
に
、

岡
村
竹
四
郎
が
創
立
し
た
東
洋
印
刷
株
式
会
社
に
よ
り
買
収
さ
れ
た
。
ま
た
、
一

九
〇
三
年
、
金
港
堂
と
商
務
印
書
館
と
の
合
弁
に
よ
っ
て
、
帝
国
印
刷
株
式
会
社

が
日
本
で
発
行
し
た
書
物
も
上
海
商
務
印
書
館
で
販
売
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
〇
四
年
、
帝
国
印
刷
株
式
会
社
で
印
刷
さ
れ
た
梁
啓
超
の
『
飲
氷
室
文
集
類

編
』
は
そ
の
一
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

   
 

 

二 

下
河
辺
半
五
郎
と
梁
啓
超
著
作
の
出
版 

 

『
壬
寅
新
民
叢
報
彙
編
』
と
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
の
編
集
及
び
発
行
者
で
あ
る

下
河
辺
半
五
郎
は
如
何
な
る
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
管
見
の
限
り
、
下
河
辺
半
五
郎

に
関
す
る
先
行
研
究
は
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
い
。
中
国
で
は
、
葉
叢
徳
が
飲
冰
室

著
作
の
版
本
に
も
と
づ
い
て
、
下
河
辺
半
五
郎
に
対
す
る
研
究
を
行
っ
た
。
こ
こ

で
、
下
河
辺
半
五
郎
に
関
連
す
る
箇
所
を
引
い
て
お
く
（
14
）

。 
 

 

編
輯
兼
発
行
者
「
下
河
辺
半
五
郎
」
何
許
人
也
？
尽
管
尋
找
直
接
資
料
未
果
、

我
仍
初
步
認
定
這
是
梁
啓
超
為
発
行
著
作
之
便
利
而
用
的
托
名
或
化
名
、
其

依
据
如
下
。
其
一
、
戊
戌
変
法
失
敗
後
、
梁
啓
超
艱
難
地
逃
脱
追
捕
而
亡
命

日
本
、
慈
禧
太
后
一
直
没
放
過
他
、
多
次
懸
賞
至
十
万
两
銀
緝
拿
、
尤
其
在

１
９
０
４
年
前
、
梁
啓
超
的
所
境
很
不
好
。
為
避
免
諸
多
麻
煩
、
无
奈
用
「
下

河
辺
半
五
郎
」
之
名
。
其
二
、
版
権
頁
上
写
有
「
日
本
各
地
賣
捌
所
：
清
国

各
地
賣
捌
所
」
、
清
楚
表
明
此
書
尽
管
在
日
出
版
、
不
僅
在
日
出
售
、
還
在

中
国
出
售
、
出
于
対
大
清
国
感
情
、
不
像
日
本
人
当
時
称
中
国
為
「
支
那
」

而
称
「
清
国
」
、
此
挙
不
是
梁
啓
超
作
為
就
很
難
解
釈
了
。
其
三
、
書
的
硬

皮
封
面
中
間
印
有
一
个
燙
金
圓
形
書
標
、
図
為
二
条
騰
飛
的
大
竜
、
封
底
用

同
図
凹
凸
印
、
栩
栩
如
生
的
大
竜
令
中
国
人
振
奮
、
日
本
人
設
計
絶
不
可
能

這
様
。
其
四
、
『
壬
寅
新
民
叢
報
彙
編
』
第
２
３
至
２
５
的
「
輿
論
一
斑
」
、

「
中
国
近
事
」
、
「
海
外
彙
編
」
三
類
均
為
報
上
有
関
内
容
、
需
重
新
輯
要
組

合
、
読
之
体
会
出
系
梁
啓
超
文
筆
。
其
中
「
中
国
近
事
」
中
有
关
天
津
的
条

目
有
「
允
還
天
津
」
、
「
直
督
密
奏
」
、
「
会
奏
新
政
」
、
「
還
津
条
件
」
、

「
還
路
条
件
」
等
十
多
条
、
于
此
可
見
梁
啓
超
対
天
津
的
关
心
。
総
上
所
述
、

筆
者
認
為
「
下
河
辺
半
五
郎
」
応
為
梁
啓
超
本
人
。
〔
編
集
者
で
あ
り
発
行

者
で
も
あ
る
「
下
河
辺
半
五
郎
」
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
ろ

う
か
。
彼
の
身
元
を
直
接
証
明
で
き
る
資
料
を
収
集
す
る
こ
と
が
な
か
な
か

で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
私
は
や
は
り
、
こ
れ
は
梁
啓
超
が
自
著
の
発
行

の
便
利
の
た
め
に
使
用
し
た
他
人
の
名
前
か
、
あ
る
い
は
偽
名
で
あ
る
と
ひ

と
ま
ず
認
定
し
て
お
く
。
そ
の
根
拠
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
、
戊

戌
変
法
が
失
敗
し
た
後
、
梁
啓
超
は
苦
労
し
な
が
ら
追
補
か
ら
逃
れ
、
日
本

に
亡
命
し
た
。
西
太
后
は
、
一
向
に
彼
を
許
そ
う
と
せ
ず
、
何
回
も
十
万
両

の
銀
の
懸
賞
を
か
け
て
彼
を
逮
捕
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
特
に
一
九
〇
四
年
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以
前
の
彼
は
、
状
況
が
非
常
に
厳
し
か
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
面
倒
を
避
け
る

た
め
に
、
仕
方
が
な
く
「
下
河
辺
半
五
郎
」
と
い
う
名
を
使
っ
た
。
そ
の
二
、

こ
の
本
の
奥
付
に
「
日
本
各
地
賣
捌
所
：
清
国
各
地
賣
捌
所
」
と
あ
り
、
こ

の
本
は
日
本
で
出
版
さ
れ
た
が
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
中
国
で
も
発
売
さ
れ

た
と
は
っ
き
り
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
大
清
国
に
対
す
る
愛
に
よ
る
も
の
で
、

当
時
の
日
本
人
が
中
国
を
「
支
那
」
と
称
し
て
い
る
の
と
異
な
り
、「
清
国
」

と
称
し
て
い
る
か
ら
、
梁
啓
超
に
よ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
説
明
が
難
し
い
。

そ
の
三
、
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
の
表
表
紙
の
真
ん
中
に
金
付
け
が
施
さ
れ
た
円
形

の
書
標
が
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
飛
び
立
っ
て
い
る
二
匹
の
大
竜
が
描
か
れ
て

い
る
。
そ
の
裏
表
紙
も
同
じ
図
案
で
凸
版
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
迫
力
の
あ
る

大
竜
は
中
国
人
の
心
を
奮
い
立
た
せ
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
人
が
デ
ザ
イ
ン

し
た
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
図
案
に
す
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
得
な
い
。
そ

の
四
、
『
壬
寅
新
民
叢
報
彙
編
』
第
二
三
号
か
ら
二
五
号
ま
で
に
掲
載
さ
れ

た
「
輿
論
一
斑
」
、
「
中
国
近
事
」
と
「
海
外
彙
編
」
三
つ
の
項
目
は
い
ず

れ
も
『
新
民
叢
報
』
に
関
連
す
る
内
容
で
あ
り
、
改
め
て
重
要
な
内
容
を
編

集
し
組
合
せ
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
を
読
め
ば
梁
啓
超
が
書
い
た
も
の
で
あ

る
と
分
か
る
。
そ
の
中
の
「
中
国
近
事
」
に
、
天
津
に
関
す
る
項
目
が
「
允

還
天
津
」
、
「
直
督
密
奏
」
、
「
会
奏
新
政
」
、
「
還
津
条
件
」
、
「
還
路

条
件
」
な
ど
十
数
条
あ
り
、
梁
啓
超
の
天
津
に
対
す
る
関
心
が
窺
え
る
。
以

上
述
べ
た
と
こ
ろ
を
総
合
し
て
、
筆
者
は
、
「
下
河
辺
半
五
郎
」
は
梁
啓
超

本
人
に
違
い
な
い
と
考
え
る
。
〕 

 
 葉
叢
徳
に
よ
る
と
、
下
河
辺
半
五
郎
は
梁
啓
超
本
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ

の
理
由
は
四
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
戊
戌
変
法
が
失
敗
し
た
後
、
日
本
に
亡
命
し

た
梁
啓
超
は
清
朝
政
府
か
ら
の
追
補
を
受
け
て
お
り
、
厳
し
い
境
遇
に
あ
っ
た
こ

と
。
二
番
目
は
、
一
般
的
に
日
本
人
は
当
時
の
清
朝
を
「
支
那
」
と
呼
ん
で
い
る

の
に
対
し
て
、
奥
付
で
清
朝
を
「
清
国
」
と
表
記
し
て
い
る
こ
と
。
三
番
目
は
、

中
国
人
を
鼓
舞
す
る
よ
う
な
、
飛
び
立
つ
龍
の
姿
で
あ
る
こ
と
。
四
番
目
は
、『
壬

寅
新
民
叢
報
彙
編
』
の
内
容
か
ら
み
る
と
、
梁
啓
超
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
と
葉

氏
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
し
か
し
、
本
当
に
そ
う
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
幸
運

な
こ
と
に
、
国
立
国
会
図
書
館
や
東
京
公
文
書
館
に
は
下
河
辺
半
五
郎
に
関
す
る

資
料
が
残
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
下
河
辺
半
五
郎
の
経
歴
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。 

ま
ず
、
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
東
京
府
職
員
録 

明
治
十
九

年
五
月
一
日
改
正
』
（
東
京
府
職
務
課
編
）
を
確
認
し
て
み
よ
う
（
15
）
。 

 

（
府
立
学
校
） 

師
範
学
校
校
長
和
久
正
辰 

師
範
学
校
附
属
小
学
校
三
等
訓
導
下
河
辺
半
五
郎 

中
学
校
校
長
丸
山
淑
人 

 

右
の
記
述
か
ら
、
明
治
十
九
年
五
月
一
日
（
一
八
八
六
年
）
の
時
点
で
、
下
河

辺
半
五
郎
は
師
範
学
校
附
属
小
学
校
三
等
訓
導
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。 ま

た
、
東
京
都
公
文
書
館
に
は
下
河
辺
半
五
郎
に
関
す
る
記
録
が
残
さ
れ
て
い

た
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
記
録
を
整
理
し
て
、
文
書
名
と
文
書
の
作
成
時
間
だ

け
を
時
系
列
で
取
り
上
げ
て
み
た
い
（
16
）
。 
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①
明
治
一
七
年
十
月
十
六
日 

下
河
辺
半
五
郎
築
地
小
学
校
訓
導
任
減
給 

（
一
か
所
） 

②
明
治
一
七
年
十
月
二
十
二
日 

任
築
地
小
学
校
三
等
訓
導 

下
河
辺
半

五
郎 
（
二
か
所
） 

③
明
治
一
七
年
十
二
月
十
日 

築
地
小
学
校
訓
導
下
河
辺
半
五
郎
東
京
府

師
範
学
校
附
属
小
学
校
訓
導
兼
任 

（
一
件
態
・
二
件
） 

（
二
か
所
） 

④
明
治
十
七
年
十
二
月
十
一
日 

任
師
範
学
校
附
属
小
学
校
三
等
訓
導 

築
地
小
学
校
三
等
訓
導 
下
河
辺
半
五
郎 

（
二
か
所
） 

⑤
明
治
二
十
二
年
九
月
三
十
日 
教
員
進
退
之
件
（
東
京
府
尋
常
師
範
学
校

付
属
小
学
校
訓
導
下
河
辺
半
五
郎
、
東
京
府
尋
常
師
範
学
校
助
教
諭
心
得
兼

務
申
付
他
） 

（
二
か
所
） 

⑥
明
治
二
十
三
年
十
一
月
二
十
二
日 

付
属
小
学
校
訓
導
増
給
之
件
（
東
京

府
尋
常
師
範
学
校
付
属
小
学
校
訓
導
下
河
辺
半
五
郎
増
給
） 

（
一
か
所
） 

⑦
明
治
二
十
三
年
十
一
月
二
十
六
日 

自
今
十
七
円
給
与 

下
河
辺
半
五

郎 

（
一
か
所
） 

⑧
明
治
二
十
五
年
六
月
六
日 

三
級
俸
給
与 

東
京
府
尋
常
師
範
学
校
訓

導 

下
河
辺
半
五
郎
（
一
か
所
） 

⑨
明
治
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日 

当
分
一
ヶ
月
十
八
円 

尋
常
師
範
学

校
訓
導 

下
河
辺
半
五
郎
（
一
か
所
） 

⑩
明
治
三
十
一
年
十
月
二
十
日 

家
禄
不
足
額
給
与
願
書
進
達 

下
河
辺

半
五
郎 

東
京
府
知
事
よ
り
大
蔵
大
臣
へ 

内
務
部
第
一
課 

（
一
か
所
） 

⑪
明
治
三
十
七
年
四
月
個
人
ア
ー
カ
イ
ブ 

内
田
祥
三
関
係
資
料 

日
露

戦
争
記 

第
九
巻 

出
版
者:

金
港
堂
書
籍 

著
者
名:

下
河
辺
半
五
郎
編 

（
一
か
所
） 

 

右
の
記
録
に
よ
る
と
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
年
）
十
月
十
六
日
下
河
辺
半

五
郎
は
築
地
小
学
校
訓
導
と
し
て
務
め
て
い
た
。
同
年
十
二
月
十
日
、
東
京
府
尋

常
師
範
学
校
附
属
小
学
校
訓
導
も
兼
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
の
ち
に
、
彼
は
同

時
に
築
地
小
学
校
三
等
訓
導
と
東
京
府
尋
常
師
範
学
校
附
属
小
学
校
三
等
訓
導

を
担
当
し
た
。
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
年
）
、
彼
は
『
壬
寅
新
民
叢
報
彙
編
』

と
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
を
編
輯
し
た
だ
け
で
な
く
、
金
港
堂
書
籍
よ
り
出
版
し

た
『
日
露
戦
争
記
』
も
編
輯
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
年
）
、

下
河
辺
半
五
郎
は
同
時
に
帝
国
印
刷
株
式
会
社
と
金
港
堂
書
籍
株
式
会
社
の
編

集
者
と
し
て
働
い
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

ま
た
、
筆
者
は
、
原
敬
文
書
所
蔵
「
雑
誌
一
覧
表
」
（
明
治
三
十
九
年
九
月
調

査
）
の
中
に
下
河
辺
半
五
郎
に
関
す
る
記
録
を
見
つ
け
た
（
17
）

。
こ
こ
で
そ
の
一

部
を
引
用
し
て
見
て
み
よ
う
。 

        

 

右
記
の
表
に
よ
る
と
、
下
河
辺
半
五
郎
は
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
年
）

金
港
堂
が
発
行
さ
れ
た
七
大
雑
誌
の
一
つ
で
あ
る
『
少
年
界
』
の
記
者
と
し
て
働

少
年
界 

題
名 

明
治
三
十
九
年 

年
代 

主
筆 

神
谷
徳
太
郎 

記
者 

下
河
辺
半
五
郎 

中
野
鍈
太
郎 

笠
間
哲
雄 

記
者 
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い
て
い
た
。
稲
岡
勝
の
研
究
に
よ
る
と
、
当
時
の
金
港
堂
が
発
行
し
た
雑
誌
の
編

集
な
ど
の
仕
事
に
関
す
る
人
材
の
選
択
に
お
い
て
は
、
師
範
学
校
出
身
者
が
多
い

（
18
）
。
そ
こ
で
、
何
年
間
も
東
京
府
尋
常
師
範
学
校
附
属
小
学
校
や
築
地
小
学
校
の

訓
導
を
担
当
し
て
い
た
下
河
辺
半
五
郎
が
の
ち
に
、
金
港
堂
の
雑
誌
『
少
年
界
』

の
記
者
と
し
て
働
い
て
い
た
と
し
て
お
か
し
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
下
河
辺
半

五
郎
が
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
年
）
、
主
に
原
家
を
中
心
と
す
る
金
港
堂
の

出
資
額
が
高
い
帝
国
印
刷
株
式
会
社
の
編
集
者
及
び
発
行
者
を
担
当
す
る
可
能

性
が
あ
る
と
推
測
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

以
上
よ
り
、
下
河
辺
半
五
郎
は
梁
啓
超
本
人
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

下
河
辺
半
五
郎
は
最
初
に
築
地
小
学
校
や
東
京
府
師
範
学
校
附
属
小
学
校
訓
導

を
担
当
し
、
後
に
金
港
堂
及
び
金
港
堂
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
帝
国
印
刷
株
式
会

社
で
編
集
者
や
発
行
者
や
記
者
と
し
て
働
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

   
 

 

三 

下
河
辺
半
五
郎
編
梁
啓
超
著
作
の
影
響 

 

下
河
辺
半
五
郎
が
一
九
〇
四
年
編
集
し
、
発
行
し
た
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
と

『
壬
寅
新
民
叢
報
彙
編
』
は
、
当
時
の
日
中
両
国
で
は
ど
れ
ほ
ど
の
影
響
を
与
え
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
今
ま
で
梁
啓
超
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
は
、
『
飲
氷
室
文
集

類
編
』
と
『
壬
寅
新
民
叢
報
彙
編
』
を
触
れ
た
も
の
は
少
な
い
が
、
こ
こ
で
、
筆

者
は
こ
の
両
書
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
と
思
う
。 

一
九
〇
五
年
、
何
擎
一
が
編
集
し
、
上
海
広
智
書
局
が
出
版
し
た
『
分
類
精
校

飲
氷
室
文
集
』
の
「
凡
例
」
で
、
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て

い
る
（
19
）
。 

 

一 

頃
見
坊
間
亦
有
翻
印
本
集
者
、
名
為
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
、
惟
是
只

図
牟
利
、
錯
誤
极
多
。
是
編
校
勘
精
審
、
購
者
請
為
注
意
。
〔
一 

近
ご
ろ

本
屋
に
も
本
集
（
筆
者
注:

一
九
〇
二
年
に
何
擎
一
に
よ
り
編
集
さ
れ
広
智
書

局
よ
り
発
行
さ
れ
た
『
飲
氷
室
文
集
』
を
指
す
。
）
を
翻
刻
し
て
『
飲
氷
室

文
集
類
編
』
と
名
付
け
た
も
の
が
あ
る
が
、
た
だ
儲
け
を
出
す
た
め
に
出
版

し
た
も
の
で
、
誤
り
が
極
め
て
多
い
。
こ
の
『
分
類
精
校
飲
氷
室
文
集
』
は

校
勘
が
精
密
で
す
か
ら
、
購
読
者
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
〕 

 

何
擎
一
は
、
下
河
辺
半
五
郎
が
一
九
〇
四
年
に
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
を
編
集

し
た
際
、
梁
啓
超
本
人
の
許
可
を
得
る
こ
と
な
く
、
何
擎
一
自
身
が
一
九
〇
二
年

に
編
集
し
、
広
智
書
局
よ
り
出
版
さ
れ
た
『
飲
氷
室
文
集
』
を
翻
刻
し
た
、
と
指

摘
し
た
。
加
え
て
、
下
河
辺
半
五
郎
の
編
集
し
た
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
は
誤
謬

が
非
常
に
多
い
の
に
対
し
て
、
自
分
が
編
集
し
た
『
分
類
精
校
飲
氷
室
文
集
』
は

校
勘
が
精
密
で
詳
細
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
も
し
そ
れ
が
事
実
だ
っ
た
ら
、
当

時
日
本
に
亡
命
し
て
い
た
梁
啓
超
は
、
下
河
辺
半
五
郎
や
金
港
堂
や
帝
国
印
刷
と

は
直
接
的
な
関
り
が
な
い
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
た
だ
し
、
何
氏
の
最
後
の
「
購

者
請
為
注
意
（
購
読
者
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
）
」
と
い
う
文
言
か
ら
、
当
時
『
飲

氷
室
文
集
類
編
』
は
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
清
国
で
も
発
売
さ
れ
た
の
は
、
何
氏

が
編
集
し
た
『
分
類
精
校
飲
氷
室
文
集
』
の
販
売
と
厳
し
く
競
争
し
て
、
そ
の
販

売
に
い
く
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
も
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。 筆

者
が
調
べ
た
限
り
で
は
、
梁
啓
超
の
自
著
や
年
譜
な
ど
に
は
、
下
河
辺
半
五

郎
が
編
集
し
た
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
と
『
壬
寅
新
民
叢
報
彙
編
』
に
関
す
る
記
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録
は
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
下
河
辺
半
五
郎
が
編
集
し
た
両
書
は
梁
啓
超
本
人
の

許
可
を
得
た
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な
い
。
で
は
、
前
述
何
氏
の
批
判
を
踏
ま
え

て
、
一
九
〇
二
年
出
版
さ
れ
た
『
飲
氷
室
文
集
』
と
一
九
〇
四
年
に
出
版
さ
れ
た

『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
と
一
九
〇
五
年
に
出
版
さ
れ
た
『
分
類
精
校
飲
氷
室
文
集
』

三
つ
の
書
物
の
凡
例
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
間
の
異
同
を
見
つ
け
出
し
、
相

互
関
係
を
解
明
し
た
い
。
こ
こ
で
、
両
書
の
凡
例
を
挙
げ
て
比
較
し
て
見
て
み
る

こ
と
に
す
る
。 

 

①
何
擎
一
編
『
飲
氷
室
文
集
』
の
「
編
輯
例
」
（
20
） 

一 

本
編
裒
集
先
生
自
丙
申
至
壬
寅
七
年
間
之
文
年
為
一
集
丙
申
以
前
先
生

未
献
身
於
文
界
撰
著
頗
少
其
有
一
二
即
附
入
丙
申
集 

一 

毎
集
中
略
以
文
字
之
問
題
性
質
分
別
部
居 

（
中
略
） 

一 

壬
寅
集
中
之
文
間
有
登
於
報
中
而
稿
未
全
脱
者
只
得
仍
旧 

（
後
略
） 

〔
一 

本
作
品
は
梁
啓
超
先
生
の
、
丙
申
（
一
八
九
六
年
）
か
ら
壬
寅
（
一
九

〇
二
年
）
ま
で
の
七
年
間
に
わ
た
る
文
章
を
集
め
て
お
り
、
一
年
ご
と
に
一

冊
と
す
る
。
丙
申
年
以
前
は
、
先
生
は
ま
だ
文
学
界
に
身
を
さ
さ
げ
て
い
な

い
た
め
、
著
作
は
極
め
て
少
な
い
。
そ
の
一
部
分
を
丙
申
集
に
入
れ
る
。 

一 

各
冊
に
収
め
ら
れ
る
著
述
に
つ
い
て
は
、
大
ま
か
に
そ
の
性
格
に
よ
っ

て
分
類
す
る
。 

（
中
略
） 

一 

壬
寅
集
に
収
録
さ
れ
た
著
述
の
中
に
は
、
雑
誌
に
連
載
さ
れ
ま
だ
完
結

し
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
や
む
を
得
ず
そ
の
ま
ま
（
発
表
し
た
部
分
だ
け
）

収
録
す
る
。
（
後
略
）
〕 

②
下
河
辺
半
五
郎
編
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
の
凡
例
（
21
） 

一 

何
輯
飲
氷
室
文
集
用
編
年
體
然
往
往
有
一
文
而
成
於
兩
年
者
前
後
遥
隔

閲
者
毎
苦
不
便
是
編
分
類
彙
輯
取
便
檢
閲
體
例
高
下
在
所
不
計 

一 

毎
類
文
字
略
依
性
質
分
別
先
後
並
於
毎
題
下
註
明
年
分
俾
閲
之
可
知
作

者
思
想
之
進
歩 

（
中
略
） 

一 

何
輯
以
壬
寅
十
月
爲
止
是
編
斷
至
癸
卯
春
季
蓋
作
者
文
字
自
是
以
後
未

公
諸
世
也
至
私
家
函
札
仍
遵
何
輯
（
後
略
） 

〔
一 

何
擎
一
氏
は
、
編
年
体
で
『
飲
氷
室
文
集
』
を
編
輯
し
た
。
し
か
し
、

一
つ
の
著
述
が
二
年
間
に
わ
た
っ
て
書
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

あ
り
、
文
章
の
前
半
部
と
後
半
部
が
ず
い
ぶ
ん
離
れ
て
い
る
た
め
、
不
便
で

読
者
は
い
ち
い
ち
苦
し
む
。
こ
の
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
は
、
閲
覧
の
便
利

の
た
め
に
、
（
著
述
）
を
分
類
し
て
編
輯
し
た
。
体
裁
の
よ
し
悪
し
は
さ
て

お
く
。 

一 

各
種
の
著
述
は
、
そ
の
性
格
に
よ
っ
て
並
べ
ら
れ
、
そ
の
題
目
の
下
の
注

で
年
月
日
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
を
読
め
ば
作
者
の
思
想
の
進
歩
が
分
か

る
。 

（
中
略
） 

一 

何
氏
の
『
飲
氷
室
文
集
』
は
壬
寅
（
一
九
〇
二
年
）
十
月
ま
で
の
文
章
を

集
め
て
い
る
が
、
こ
の
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
は
癸
卯
（
一
九
〇
四
年
）
の

春
ま
で
の
文
章
を
集
め
て
い
る
。
そ
れ
以
来
、
作
者
の
文
章
は
、
世
に
公
開

さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
書
信
は
、
元
の
よ
う
に
何
氏
の
体
裁
に
従
っ

て
編
輯
す
る
。
（
後
略
）
〕 
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③
何
擎
一
編
『
分
類
精
校
飲
氷
室
文
集
』
の
凡
例
（
22
） 

一 
本
局
何
君
前
輯
飲
氷
室
文
集
用
編
年
體
然
往
往
有
一
文
而
成
於
兩
年
者

前
後
遥
隔
閲
者
毎
苦
不
便
又
前
輯
本
已
售
罄
茲
謀
再
印
用
是
分
類
彙
輯
取

便
檢
閲 

一 

毎
類
文
字
略
依
性
質
分
別
先
後
並
于
毎
題
下
注
明
年
分
俾
閲
之
可
知
作

者
思
想
之
進
歩 

一 

前
輯
本
以
壬
寅
十
月
爲
止
是
編
斷
至
乙
巳
夏
季
蓋
所
捜
之
文
至
爲
詳
備 

一 

頃
見
坊
間
亦
有
翻
印
本
集
者
、
名
為
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
、
惟
是
只

図
牟
利
、
錯
誤
极
多
。
是
編
校
勘
精
審
、
購
者
請
為
注
意
。 

〔
一 

そ
の
前
、
本
局
の
何
擎
一
氏
に
よ
り
編
輯
さ
れ
た
『
飲
氷
室
文
集
』

は
編
年
体
を
用
い
て
い
る
が
、
著
述
が
二
年
間
に
わ
た
っ
て
書
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
文
章
の
前
半
部
と
後
半
部
が
ず
い
ぶ
ん
離

れ
て
い
る
た
め
、
不
便
で
読
者
は
い
ち
い
ち
苦
し
む
。
ま
た
、
以
前
編
輯

し
た
も
の
は
す
で
に
売
り
き
っ
た
。
そ
こ
で
、
今
回
再
印
刷
す
る
際
、
閲

覧
の
便
利
の
た
め
に
、
（
著
述
を
）
分
類
し
て
編
輯
し
た
。 

一 

各
著
述
は
、
そ
の
性
格
に
よ
っ
て
前
後
に
分
け
て
並
べ
、
題
目
の
下
の

注
で
年
月
日
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
を
読
め
ば
作
者
の
思
想
の
進
歩
が

分
か
る
。 

一 

以
前
に
編
輯
し
た
『
飲
氷
室
文
集
』
は
壬
寅
（
一
九
〇
二
年
）
十
月
ま

で
の
文
章
を
集
め
た
が
、
こ
の
『
分
類
精
校
飲
氷
室
文
集
』
は
乙
巳
（
一

九
〇
五
年
）
の
夏
ま
で
の
文
章
を
集
め
、
そ
の
文
章
は
詳
細
で
、
し
っ
か

り
整
っ
て
い
る
。 

一 

近
ご
ろ
本
屋
に
も
『
飲
氷
室
文
集
』
を
翻
刻
し
て
『
飲
氷
室
文
集
類
編

』
と
名
付
け
た
も
の
が
あ
る
が
、
た
だ
儲
け
を
出
す
た
め
に
出
版
し
た
も

の
で
、
誤
り
が
極
め
て
多
い
。
こ
の
『
分
類
精
校
飲
氷
室
文
集
』
は
校
勘

が
精
密
で
あ
る
た
め
、
読
者
は
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
。
〕 

 

上
記
の
①
か
ら
、
『
飲
氷
室
文
集
』
は
、
一
九
〇
二
年
に
何
擎
一
が
、
梁
啓
超

の
丙
申
年
（
一
八
九
六
年
）
か
ら
壬
寅
年
（
一
九
〇
二
年
）
ま
で
の
著
作
を
大
ま

か
に
時
系
列
で
編
集
し
た
も
の
で
、
『
丙
申
集
』
、
『
丁
酉
集
』
、
『
戊
戌
集
』
、

『
己
亥
集
』
、
『
庚
子
集
』
、
『
辛
丑
集
』
、
『
壬
寅
集
』
、
『
壬
寅
集
補
遺
一
』
、

『
壬
寅
集
補
遺
二
』
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
②
か
ら
は
、

下
河
辺
半
五
郎
は
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
を
編
集
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
そ
の
性

格
に
よ
っ
て
著
述
を
分
類
し
、
各
類
の
中
で
は
時
系
列
順
に
並
べ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
特
に
、
②
と
③
の
傍
線
部
か
ら
、
両
書
の
凡
例
に
は
完
全
に
一
致
し
て

い
る
部
分
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
凡
例
の
内
容
も
文
型
も
編
集
の
基
準
も
大
体

同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
何
擎
一
が
一
九
〇
五
年
に
『
分
類
精
校
飲
氷
室
文
集
』

を
編
集
し
た
際
、
章
立
て
の
設
定
や
内
容
の
選
択
の
面
で
、
下
河
辺
半
五
郎
が
一

九
〇
四
年
に
編
集
し
た
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
を
模
倣
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と

が
窺
え
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
何
氏
の
凡
例
の
最
後
の
一
條
「
頃
見
坊
間
亦

有
翻
印
本
集
者
〔
近
ご
ろ
本
屋
に
も
本
集
（
筆
者
注:

一
九
〇
二
年
に
何
擎
一
に
よ

り
編
集
さ
れ
広
智
書
局
よ
り
発
行
さ
れ
た
『
飲
氷
室
文
集
』
を
指
す
。
）
を
翻
刻

し
た
も
の
が
あ
り
〕
」
と
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

ま
た
、
こ
の
度
、
筆
者
が
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
と
『
分
類
精
校
飲
氷
室
文
集
』

の
目
録
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
上
、
下
二
冊
に
分
か
れ
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
各
項
目
の
文
章
の
順
番
も
大
体
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、

目
録
の
分
類
の
面
で
は
、
何
氏
の
『
分
類
精
校
飲
氷
室
文
集
』
と
下
河
辺
氏
の
『
飲

氷
室
文
集
類
編
』
は
殆
ど
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
侠
情
記
傳
奇
」
が
『
分
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類
精
校
飲
氷
室
文
集
』
で
は
「
補
遺
」
に
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
『
飲
氷
室
文
集
類

編
』
で
は
「
韻
集
」
の
下
の
「
曲
本
」
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
点
、
「
学
術
」
の
項

目
が
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
で
は
下
巻
に
あ
り
、
『
分
類
精
校
飲
氷
室
文
集
』
で

は
上
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
だ
け
が
異
な
る
。
上
記
以
外
に
、
一
番
大

き
な
違
い
は
、
『
分
類
精
校
飲
氷
室
文
集
』
に
集
め
ら
れ
た
文
章
は
『
飲
氷
室
文

集
類
編
』
よ
り
量
が
少
し
多
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
下
河
辺
氏
の
編
集
時
期
は

癸
卯
年
の
春
ま
で
で
あ
る
が
、
何
氏
の
編
集
時
期
は
乙
巳
年
の
夏
ま
で
だ
っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
以
上
か
ら
、
何
氏
が
凡
例
の
最
後
の
一
条
で
指
摘
し
た
下
河
辺
半

五
郎
は
何
擎
一
の
『
飲
氷
室
文
集
』
を
翻
刻
し
た
こ
と
は
、
考
え
ら
れ
な
い
。
反

対
に
、
何
擎
一
の
『
分
類
精
校
飲
氷
室
文
集
』
の
ほ
う
が
、
下
河
辺
半
五
郎
が
編

集
し
た
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
を
参
考
に
編
集
し
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。 

続
い
て
、
下
河
辺
半
五
郎
編
『
壬
寅
新
民
叢
報
彙
編
』
を
取
り
上
げ
て
見
て
み

よ
う
。
実
際
の
書
物
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
本
は
表
紙
と
目
録
と
本
文
と
奥

付
か
ら
な
っ
て
い
る
。
遺
憾
な
こ
と
に
、
こ
の
本
の
編
集
凡
例
な
ど
関
連
す
る
明

確
な
情
報
は
い
っ
さ
い
見
ら
れ
な
い
た
め
、
こ
の
本
の
編
纂
意
図
な
ど
を
考
察
す

る
の
が
よ
り
い
っ
そ
う
困
難
に
な
る
。
筆
者
が
『
新
民
叢
報
』
（
一
九
〇
二
年
、

第
一
号
か
ら
第
二
四
号
ま
で
）
と
『
壬
寅
新
民
叢
報
彙
編
』
を
比
較
し
て
み
る
と
、

『
壬
寅
新
民
叢
報
彙
編
』
の
中
に
入
る
文
章
は
大
体
同
じ
で
あ
り
、
一
部
の
文
章
名

は
変
わ
っ
た
り
章
立
て
を
省
略
し
た
り
す
る
こ
と
が
よ
く
見
ら
れ
、
一
九
〇
二
年

の
『
新
民
叢
報
』
で
連
載
が
未
完
成
の
文
章
は
、
下
河
辺
半
五
郎
編
『
壬
寅
新
民

叢
報
彙
編
』
に
は
、
往
々
に
し
て
そ
の
完
全
版
が
集
め
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
は
一
九
〇
四
年
下
河
辺
半
五
郎
が
『
壬
寅
新
民
叢
報
彙
編
』
を
編
集
す
る
際
、

読
者
が
よ
り
や
す
く
全
面
的
に
文
章
を
理
解
さ
せ
る
た
め
に
、
一
九
〇
二
年
末

（
第
二
四
号
）
ま
で
に
ま
だ
掲
載
し
終
っ
て
い
な
い
内
容
を
加
え
た
た
め
で
あ
ろ

う
。 以

上
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、
何
擎
一
が
一
九
〇
五
年
編
集
し
、
上
海
広
智
書

局
が
出
版
し
た
『
分
類
精
校
飲
氷
室
文
集
』
の
「
凡
例
」
で
は
、
下
河
辺
半
五
郎

が
編
集
し
た
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
は
『
飲
氷
室
文
集
』
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ

る
と
厳
し
く
批
判
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
筆
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
「
凡
例
」
や
具

体
的
な
内
容
を
比
較
し
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
は
、
内
容

の
面
だ
け
で
な
く
、
章
立
て
な
ど
の
面
で
も
『
飲
氷
室
文
集
』
と
だ
い
ぶ
異
な
っ

て
い
る
。
一
方
の
ち
に
出
版
さ
れ
た
『
分
類
精
校
飲
氷
室
文
集
』
の
ほ
う
は
『
飲

氷
室
文
集
類
編
』
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
反
対
に
何
氏
が
一
九
〇
五
年
に
『
分
類
精
校
飲
氷
室
文
集
』
を
編

集
し
た
際
、
下
河
辺
氏
よ
り
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

下
河
辺
半
五
郎
は
『
壬
寅
新
民
叢
報
彙
編
』
を
編
集
す
る
際
、
題
目
を
修
正
し
た

り
内
容
を
加
え
た
り
し
て
、
読
者
に
対
し
て
配
慮
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
他
、

当
時
の
出
版
界
に
お
い
て
、
個
人
の
著
作
権
の
保
護
に
対
す
る
意
識
は
希
薄
で
あ

っ
た
こ
と
も
窺
え
る
。 

   
 

 

お
わ
り
に 

 

本
稿
で
は
、
日
本
に
お
け
る
梁
啓
超
著
作
の
出
版
、
と
り
わ
け
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
下
河
辺
半
五
郎
編
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
と
『
壬
寅

新
民
叢
報
彙
編
』
に
着
目
し
て
、
両
書
の
出
版
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
帝
国
印
刷

株
式
会
社
、
下
河
辺
半
五
郎
、
お
よ
び
同
じ
時
期
に
出
版
さ
れ
た
ほ
か
の
書
物
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
帝
国
印
刷
株
式
会
社
は
一
八
九
七
年
に
創
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立
さ
れ
た
原
家
を
中
心
と
す
る
金
港
堂
と
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
一
九
〇
六
、
七

年
頃
株
主
で
あ
る
岡
村
剛
四
郎
が
創
立
し
た
東
洋
印
刷
株
式
会
社
に
買
収
さ
れ

た
。
一
九
〇
三
年
の
末
頃
、
金
港
堂
と
提
携
し
た
ば
か
り
の
上
海
商
務
印
書
館
が
、

金
港
堂
が
発
行
し
た
書
籍
の
中
国
で
の
販
売
を
代
行
し
た
こ
と
は
、
一
九
〇
四
年

帝
国
印
刷
株
式
会
社
が
梁
啓
超
の
著
作
を
出
版
す
る
契
機
と
な
っ
た
可
能
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
両
書
の
出
版
は
当
時
日
本
に
生
活
し
て
い
る
留
学
生

や
華
僑
ら
が
よ
り
よ
く
梁
啓
超
の
思
想
な
ど
を
理
解
す
る
ツ
ー
ル
を
作
り
、
日
本

で
出
版
さ
れ
た
梁
啓
超
の
著
作
が
あ
ま
り
容
易
に
入
手
で
き
な
い
当
時
国
内
に

い
る
中
国
人
に
便
宜
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
金
港
堂
や
帝
国
印
刷
株

式
会
社
ひ
い
て
は
商
務
印
書
館
も
こ
れ
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

ま
た
、
今
回
の
検
討
を
通
し
て
、
下
河
辺
半
五
郎
は
梁
啓
超
本
人
で
あ
る
と
い

う
先
行
研
究
の
説
は
誤
り
で
、
下
河
辺
半
五
郎
は
最
初
に
築
地
小
学
校
と
東
京
府

高
等
師
範
附
属
小
学
校
の
訓
導
を
担
当
し
、
の
ち
に
金
港
堂
お
よ
び
帝
国
印
刷
株

式
会
社
で
編
集
者
、
発
行
者
及
び
記
者
と
し
て
働
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

最
後
に
、
両
書
と
関
連
す
る
書
籍
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
両
書
が
の
ち
に
出
た
書

籍
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
窺
え
る
。
特
に
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』

は
日
本
人
に
よ
り
編
集
さ
れ
、
日
本
で
発
行
さ
れ
た
最
初
の
梁
啓
超
の
作
品
集
と

し
て
、
の
ち
の
『
分
類
精
校
飲
氷
室
文
集
』
、
ひ
い
て
は
『
飲
氷
室
全
集
』
や
『
梁

啓
超
全
集
』
な
ど
が
編
集
さ
れ
た
際
、
重
要
な
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
た
（
23
）

。
そ
の

ほ
か
、
『
飲
氷
室
文
集
』
と
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
と
『
分
類
精
校
飲
氷
室
文
集
』

と
の
比
較
を
通
じ
て
、
明
治
末
期
の
日
中
両
国
に
お
け
る
、
書
籍
の
著
作
権
に
関

す
る
研
究
の
方
向
性
を
開
拓
し
う
る
と
考
え
る
。 

注 

（
１
）
『
梁
啓
超
与
飲
氷
室
』
（
郭
長
久
編
、
天
津
戸
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）

に
収
録
さ
れ
て
い
る
李
世
瑜
の
「
飲
氷
室
著
作
的
版
本
」
と
い
う
論
文
に

「
所
謂
『
壬
癸
旧
輯
』
是
指
梁
啓
超
裒
輯
成
書
的
最
早
版
本
、
即
他
于
光
緒

壬
寅
（
二
十
八
年
、
１
９
０
２
年
）
、
癸
卯
（
二
十
九
年
、
１
９
０
３
年
）

両
年
的
部
分
著
作
編
為
『
飲
氷
室
壬
寅
癸
卯
全
集
』
、
由
日
本
東
京
新
智

学
社
石
印
（
下
称
『
日
本
石
印
本
』
）
、
線
装
、
寒
斎
庋
蔵
（
見
書
影
）
。

（
中
略
）
這
部
『
全
集
』
只
標
明
梁
啓
超
著
、
不
知
編
者
為
誰
、
也
無
出
版

日
期
。
」
と
あ
り
、
同
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
葉
徳
輝
の
「
『
下
河
辺
半

五
郎
』
応
是
梁
啓
超
一
也
談
飲
氷
室
著
作
的
版
本
」
と
い
う
論
文
に
「
近

日
、
我
将
『
飲
氷
室
壬
寅
癸
卯
全
集
』
和
『
壬
寅
新
民
叢
報
匯
編
』
做
一

較
比
、
（
中
略
）
至
于
它
是
何
人
何
年
裒
輯
、
需
進
一
歩
探
討
、
而
従
紙

墨
印
刷
等
看
、
它
的
確
很
可
能
在
１
９
０
４
年
稍
後
一
段
時
間
内
発
行
。
」

と
あ
る
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
る
と
、『
飲
氷
室
文
集
類
編
』

は
日
本
人
に
よ
り
編
集
さ
れ
、
日
本
で
発
行
さ
れ
た
最
初
の
文
集
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。 

（
２
） 

注
（
１
）
に
揚
げ
た
書
籍
に
お
い
て
、
「
飲
氷
室
著
作
的
版
本
」
と
い
う

論
文
で
梁
啓
超
著
作
の
各
版
本
を
検
討
し
、
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
に
つ

い
て
も
少
し
触
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
書
に
葉
徳
輝
は
「
『
下
河
辺
半
五

郎
』
応
是
梁
啓
超
一
也
談
飲
氷
室
著
作
的
版
本
」
と
い
う
論
文
で
梁
啓
超

著
作
の
版
本
を
考
察
し
、
更
に
「
下
河
辺
半
五
郎
」
は
梁
啓
超
本
人
で
あ

る
と
い
う
結
論
を
出
し
た
。 

（
３
）
『
飲
氷
室
文
集
』
の
実
物
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
何
天
柱
が
編
集
し
た
『
飲

氷
室
文
集
』
は
光
緒
帝
二
十
八
年
（
一
九
〇
二
）
十
月
に
印
刷
さ
れ
、
広

智
書
局
よ
り
光
緒
帝
二
十
九
年
（
一
九
〇
三
）
二
月
に
発
行
さ
れ
た
こ
と
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が
分
か
る
。
な
お
、
広
智
書
局
は
、
康
、
梁
を
代
表
と
す
る
維
新
派
が
「
保

皇
會
」
の
名
義
を
以
て
、
香
港
や
北
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど

の
華
僑
に
株
の
売
買
を
通
じ
て
資
本
金
を
集
め
さ
せ
上
海
で
創
立
し
た

文
化
事
業
に
関
す
る
機
関
で
あ
る
。
馮
鏡
如
は
取
締
役
を
担
当
し
、
何
擎

一
は
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。
そ
の
後
、
北
京
琉
璃
廠
に
支
局
も
設
置
さ
れ

た
。 

（
４
）
『
飲
氷
室
文
集
』
（
何
天
柱
、
広
智
書
局
、
光
緒
二
十
九
年
、
三
十
年
）
の

「
編
輯
例
」
に
「
一
本
裒
集
先
生
自
丙
申
至
壬
寅
七
年
間
之
文
年
爲
一
集
丙

申
以
前
先
生
未
獻
身
於
文
界
撰
著
頗
少
其
有
一
二
例
即
附
入
丙
申
集
」
と

あ
る
が
、『
飲
氷
室
文
集
類
編
』（
下
河
辺
半
五
郎
、
帝
国
印
刷
株
式
会
社
、

明
治
三
十
七
年
）
の
「
飲
氷
室
文
集
類
編
凡
例
」
に
「
一
何
輯
以
壬
寅
十

月
爲
止
是
編
斷
至
癸
卯
春
季
蓋
作
者
文
字
自
是
以
後
未
公
諸
世
也
至
私

家
函
札
仍
遵
何
輯
例
概
付
闕
如
」
と
あ
る
。 

（
５
）「
金
港
堂
の
七
大
雑
誌
と
帝
国
印
刷
」（
『
明
治
出
版
史
上
の
金
港
堂 : 

社
史

の
な
い
出
版
社
「
史
」
の
試
み
』
、
皓
星
社
、
二
〇
一
九
年
）
を
参
照
。 

（
６
）
東
陽
堂
編
『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』、
第
三
〇
編
、
京
橋
区
の
部 

巻
之
二

（
『
風
俗
画
報
』
臨
時
増
刊
第
二
三
一
）
、
三
頁
。 

（
７
）「
東
洋
印
刷
株
式
会
社
取
締
役
理
事 

岡
村
竹
四
郎
君
」（
『
信
用
名
鑑
』
、
信

用
名
鑑
発
行
所
、
一
九
一
一
年
、
五
八
四
頁
）
を
参
照
。 

（
８
）『
活
版
印
刷
史
』（
川
田
久
長
著
、
山
本
隆
太
郎
編
、
印
刷
学
会
出
版
部
、
一

九
八
一
年
、
二
〇
二
頁
）
を
参
照
。 

（
９
）
明
治
二
十
九
年
一
月
二
十
二
日
附
の
『
報
知
新
聞
』
に
「
商
工
業
に
及
ぼ
せ

る
戦
争
の
影
響
」
と
題
し
た
記
事
を
参
照
。 

（
10
）
「
帝
国
印
刷
株
式
会
社
申
請
書
、
目
論
見
書
并
予
算
、
定
款
」
、
東
京
都
公

文
書
館
蔵
「
第
六
課
文
書
類
別
」
、
明
治
三
〇
年
、
農
商
。 

（
11
）「
金
港
堂
書
籍
株
式
会
社
」（
『
開
国
五
十
年
史 

附
録
』、
大
隈
重
信
編
、
開

国
五
十
年
史
発
行
所
、
明
治
四
十
一
年
、
二
九
二
～
二
九
三
頁
）
を
参
照
。 

（
12
）
一
九
〇
三
年
一
二
月
二
〇
日
附
『
申
報
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
上
海
商
務

印
書
館
広
告
」
と
題
し
た
記
事
を
参
照
。 

（
13
）
夏
冬
元
主
編
『
２
０
世
紀
上
海
大
博
覧
』
、
文
匯
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、

五
四
頁
。 

（
14
）
葉
叢
徳
「
『
下
河
辺
半
五
郎
』
応
是
梁
啓
超
一
也
談
飲
氷
室
著
作
的
版
本
」
、

郭
長
久
編
『
梁
啓
超
与
飲
氷
室
』
、
天
津
戸
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
一

三
三
頁
。 

（
15
）
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
東
京
府
職
員
録
』
、
東
京
府
職
務
課
編
、
明
治
十
九

年
五
月
一
日
改
正
版
。 

（
16
）
こ
れ
ら
の
文
書
は
す
べ
て
東
京
都
公
文
書
館
か
ら
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

（
17
）『
原
敬
関
係
文
書 

第
八
巻 

書
類
篇
五
』
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
昭
和
六

二
年
、
五
八
九―

五
九
九
頁
。 

（
18
）
稲
岡
勝
「
金
港
堂
の
七
大
雑
誌
と
帝
国
印
刷
」（
『
出
版
研
究
』
、
二
三
、
一

九
九
三
年
、
一
七
一
～
二
一
一
頁
）
に
「
人
材
の
点
に
目
を
向
け
る
と
、

編
集
者
に
は
師
範
学
校
出
身
者
の
多
い
の
に
気
が
つ
く
。
元
来
が
教
科
書

を
中
心
と
す
る
教
育
書
肆
だ
か
ら
、
社
風
の
カ
ラ
を
破
る
よ
う
な
人
物
の

登
用
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
き
お
い
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
セ
ン
ス
の
か
け
た
人
選
に
落
ち
着
く
。『
青
年
界
』
（
森
桂
園
）
、
『
婦
人

界
』
（
野
田
滝
三
郎
）
は
、
い
ず
れ
も
高
等
師
範
学
校
出
身
で
あ
る
。」
と

い
う
記
述
か
ら
、
当
時
の
金
港
堂
の
編
集
者
は
多
く
師
範
学
校
出
身
者
を
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登
用
し
て
い
た
こ
と
が
分
る
。 

（
19
）「
凡
例
」(

梁
啓
超
著 

何
擎
一
編
『
分
類
精
校
飲
氷
室
文
集
』
、
上
海
広
智
書

局
、
一
九
〇
五
年
）
を
参
照
。 

（
20
）「
凡
例
」(
梁
啓
超
著 

何
擎
一
編
『
飲
氷
室
文
集
』
、
上
海
広
智
書
局
、
一
九

〇
二
年
）
を
参
照
。 

（
21
）「
飲
氷
室
文
集
類
編
凡
例
」（
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
、
梁
啓
超
著
、
下
河
辺
半

五
郎
編
、
一
九
〇
四
年
、
帝
国
印
刷
株
式
会
社
）
を
参
照
。 

（
22
）
注
（
19
）
に
同
じ
。 

（
23
）
梁
啓
超
著
、
夏
暁
虹 

陸
胤
校
『
新
史
学
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
四
年
）

に
「
『
中
国
史
序
論
』
内
分
八
節
、
（
中
略
）
そ
の
中
、
署
名
『
氏
蒙
神
戸

半
五
郎
』
編
輯
併
発
行
的
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
下
冊
（
東
京
帝
国
印
刷

株
式
会
社 

１
９
０
４
年
版
）
所
載
版
本
、
時
代
較
早
、
且
経
過
校
勘
、
較

為
可
靠
。
本
次
校
定
、
以
下
河
辺
半
五
郎
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』
為
底
本
、

参
校
『
清
議
報
』
及
『
飲
氷
室
合
集
』
本
（
中
華
書
局
１
９
３
６
年
版
）」

と
あ
る
。
張
品
興
編
『
梁
啓
超
全
集
』（
北
京
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
に

「
（
中
国
地
理
大
勢
論
）
今
以
下
河
辺
半
五
郎
所
編
『
飲
氷
室
文
集
類
編
』

１
９
０
４
年
初
版
本
為
底
本
、
以
『
新
民
叢
報
』
及
『
飲
氷
室
合
集
』
参

校
。
」
と
あ
る
。 

  （
ち
ょ
う 

し
ゅ
く
く
ん
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
在
学
） 
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Liang Qichao lived in exile in Japan for 14 years from 1898 to 1912. During his stay in Japan, he 

wrote numerous articles and books, most of which were published in journals he founded. However, 

Renyinxinmincongbaohuibian and Yinbingshiwenjileibian are special cases, which were edited by a 

Japanese named Shimokawabe Hangoro and published in Tokyo in 1904. Focusing on these two books 

that have not received much attention, the paper investigates the publishing house of the two books, 

Teikoku Printing Co., LTD., the editor, and Liang Qichao’s related works during the same period, so 

as to figure out the editing and publication status of these two books and their influence on the later 

collections of Liang Qichao’s works and get a glimpse of the publication of Liang Qichao’s works 

during his early life of exile in Japan. 
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